
は
じ
め
に

ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
作
品
で
、
当
時
の
祭
り
の
様
子
を
記
録
と
し
て
描

い
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
祝
祭
、
と
り
わ
け
教

会
暦
に
基
づ
く
祭
り
は
、
中
世
以
来
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
一
四
世

紀
以
降
は
山
車
や
仮
装
し
た
人
々
の
行
列
、
聖
堂
内
あ
る
い
は
広
場
に
お

い
て
演
じ
ら
れ
た
聖
劇
の
上
演
な
ど
が
確
認
で
き
る
文
書
は
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
様
子
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
芸
術
作
品
と
し
て
記
録
す

る
か
ど
う
か
は
別
問
題
だ
っ
た
。王
侯
貴
族
の
婚
礼
や
葬
儀
の
様
子
を
記
録

す
る
絵
画
や
版
画
が
現
れ
は
じ
め
る
の
は
一
六
世
紀
以
降
で
あ
り
、
一
五

世
紀
に
限
っ
て
言
え
ば
、
我
々
は
、
カ
ッ
ソ
ー
ネ
（
長
持
）
に
描
か
れ
た

装
飾
画
（
図
１
）
や
『
図
解
年
代
記
』
の
よ
う
な
素
描
の
形
で
（
図
２
、
３
）、

あ
る
い
は
当
時
そ
の
制
作
技
法
が
完
成
途
上
に
あ
っ
た
銅
版
画（
図
６
）、

あ
る
い
は
レ
オ
ナ
ル
ド
が
ミ
ラ
ノ
の
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
公
宮
廷
で
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
な
い
し
演
劇
の
出
演
者
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
画
（
図
８
）な
ど
、

ご
く
限
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
し
か
、
当
時
の
祝
祭
の
様
子
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、『
豊
国
祭
礼
図
屏
風
』
や
『
洛
中
洛

外
図
屏
風
』
な
ど
を
通
し
て
近
世
初
期
の
京
都
に
お
け
る
祭
り
の
様
子
を

鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
が
国
の
状
況
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
西
洋

に
お
い
て
は
、
祝
祭
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
山
車
の
装
飾
や
一
五
世
紀
以

降
イ
タ
リ
ア
で
も
盛
ん
に
な
る
君
主
の
「
入
市
式
（entrée

）」、
凱
旋
行

進
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
君
主
の
冠
婚
葬
祭
を
祝
っ
て
し
つ
ら
え
ら
れ
る

エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
、
ア
ッ
パ
ラ
ー
ト
は
、
そ
れ
が
い
か
に
高
名
な
芸
術
家
の

デ
ザ
イ
ン
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
場
限
り
で
あ
る
こ
と
が
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原
則
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
絵
画
や
版
画
な
ど
に
よ
る
記
録
も
、
実
施

さ
れ
た
催
し
物
の
数
に
比
べ
れ
ば
ご
く
少
な
い
の
で
あ
る
。

拙
稿
で
は
、
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
催
行
さ
れ
た
祝
祭
の
記
録

に
目
を
向
け
、
そ
れ
に
関
連
す
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
い
く
つ

か
拾
い
出
す
こ
と
で
当
時
の
様
子
を
想
い
起
し
て
み
た
い
。

１．

一
四
五
四
年
の
「
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
」

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
守
護
聖
人
で
あ
る
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
日
と
さ

れ
る
六
月
二
四
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
復
活
祭
と
並
ぶ
重
要
な
祝
日
で
あ

る
。
サ
ッ
カ
ー
の
原
型
と
も
さ
れ
る
「
カ
ル
チ
ョ
・
ス
ト
ー
リ
コ
」
の
決

勝
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
今
日
も
な
お
、
街
中
が
興
奮
に
満
ち
た
祭
り
一
色

に
染
ま
る
特
別
な
日
で
あ
る
。

一
五
世
紀
の
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
に
つ
い
て
は
、
ユ
マ
ニ
ス
ト
、
マ
ッ
テ
オ
・

パ
ル
ミ
エ
ー
リ
（
一
四
〇
六
〜
一
四
七
五
年
）
に
よ
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
パ
ル
ミ
エ
ー
リ
は
『
諸
時
代
史
（D

e
tem

poribus

）』
の
中
で
、
聖

ヨ
ハ
ネ
祭
の
式
次
第
が
改
正
さ
れ
た
一
四
五
四
年
に
お
け
る
祝
祭
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
特
に
大
規
模
な
屋
台
な
い
し
山
車
を
連
ね
た
行
列
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
連
」
に
番
号
を
ふ
り
、
詳
細
に
記
述
し
て
お
り
、
当
時
の

祭
り
の
実
態
を
知
る
た
め
の
第
一
級
の
資
料
と
い
え
る
。
以
下
、
冗
長
で

は
あ
る
が
彼
の
記
述
を
紹
介
し
た
い
。

（
１
）

一
四
五
四
年
に
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
の
式
次
第
が
改
定
さ
れ
た
。
即
ち
、

（
前
年
ま
で
は
）
六
月
二
二
日
に
屋
台

　
　
（
２
）
の
展
示
、
六
月
二
三
日
の
午
前

中
に
同
信
会
員
、
修
道
士
、
司
祭
、
屋
台
の
巡
行
、
同
日
夕
方
に
旗
の

奉
献
式
、
六
月
二
四
日
す
な
わ
ち
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
の
朝
に
奉
献
式
、

日
中
に
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、（
そ
の
年
に
は
）
六
月
二
一

日
に
展
示
、
六
月
二
二
日
に
す
べ
て
の
屋
台
の
巡
行
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
の
祝
祭
の
式
次
第
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り

で
あ
る
。

六
月
二
二
日

１．

先
頭
を
き
っ
て
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
大
聖
堂

の
十
字
架
が
大
聖
堂
か
ら
外
に
出
る
。
そ
の
際
、
少
年
聖
歌
隊
と
六

人
の
歌
い
手
が
随
行
。

２．

そ
の
後
に
、
剪
毛
職
人
ら
の
ヤ
コ
ブ
同
信
会
員
、
靴
職
人
ら
の
ノ

フ
リ
同
信
会
員
が
、
三
〇
人
ほ
ど
の
白
衣
を
ま
と
い
天
使
に
扮
し
た

少
年
を
従
え
て
続
く
。
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３．

上
部
に
雲
に
乗
る
父
な
る
神
を
い
た
だ
く
、
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
の

屋
台
。
こ
れ
が
（
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
広
場
の
）
市
庁
舎
の
向
か
い
側
に

来
る
と
、
天
使
の
戦
い
す
な
わ
ち
ル
チ
フ
ェ
ロ
が
堕
天
使
と
も
ど
も

天
か
ら
放
逐
さ
れ
る
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

４．

ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
リ
ア
ー
ノ
、
ピ
エ
ト
ロ
・
マ
リ
ア
ー
ノ
両
氏
が

主
催
す
る
少
年
同
信
会
の
、
白
衣
を
ま
と
い
天
使
に
扮
し
た
お
よ
そ

三
〇
人
の
少
年
。

５．

ア
ダ
ム
の
屋
台
。
こ
れ
が
広
場
に
着
く
と
、
神
が
ま
ず
ア
ダ
ム
次

い
で
エ
ヴ
ァ
を
創
造
し
て
命
令
を
与
え
る
場
面
、
二
人
が
蛇
に
誘
惑

さ
れ
、
神
に
背
い
て
楽
園
を
追
放
さ
れ
る
場
面
な
ど
が
演
じ
ら
れ
る
。

６．

馬
に
乗
っ
た
モ
ー
ゼ
を
先
頭
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
族
長
に
扮
し
た

人
々
の
騎
馬
行
列
等
。

７．

モ
ー
ゼ
の
屋
台
。
こ
れ
が
広
場
に
着
く
と
、
神
が
モ
ー
ゼ
に
律
法

を
与
え
る
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
。

８．

モ
ー
ゼ
以
外
の
預
言
者
た
ち
、
巫
女
た
ち
、
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス

メ
ギ
ス
ト
ス
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
を
予
言
し
た
人
々
。

９．

受
胎
告
知
の
屋
台
。
そ
の
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

10．

多
く
の
騎
兵
と
一
人
の
シ
ビ
ュ
ラ
（
巫
女
）
を
伴
う
皇
帝
オ
ク
タ

ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
（
原
文
通
り
）。
シ
ビ
ュ
ラ
が
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
に

キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
予
告
す
る
と
、
空
中
に
幼
児
キ
リ
ス
ト
を
抱
い

た
聖
母
が
現
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
連
が
市
庁
舎
前
に
着
く
と
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
は
馬

か
ら
降
り
、
神
殿
を
か
た
ど
っ
た
屋
台
に
登
る
と
、
次
の
よ
う
な
出

来
事
が
発
生
し
た
。
シ
ャ
ツ
一
枚
を
着
た
だ
け
の
ド
イ
ツ
人
男
性
が

近
づ
い
て
来
て
屋
台
の
足
元
で
「
ラ
オ
ナ
王
は
、
ど
こ
に
い
る
？
」

と
言
う
。
あ
る
者
が
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
を
指
し
て
言
う
、「
こ
こ

に
い
る
、
こ
の
男
だ
」。
こ
の
台
詞
を
き
っ
か
け
に
「
外
国
人
」
は

屋
台
に
飛
び
乗
っ
た
。
多
く
の
人
は
こ
の
男
が
催
事
の
出
演
者
だ
と

考
え
た
た
め
、
誰
も
止
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
男
は
神
殿
の
中
の

偶
像
を
つ
か
ん
で
広
場
へ
放
り
出
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
金
襴
を
織

り
こ
ん
だ
ビ
ロ
ー
ド
の
豪
華
な
衣
を
ま
と
う
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
に

向
か
い
、
彼
に
つ
か
み
か
か
っ
て
広
場
へ
投
げ
落
と
し
、
天
使
に
扮

し
た
少
年
た
ち
が
立
つ
神
殿
の
屋
台
の
柱
を
よ
じ
登
り
始
め
た
。
近

く
に
い
た
人
々
が
男
を
鎚
矛
で
打
っ
て
地
面
へ
落
と
し
た
。
男
は
な

お
も
よ
じ
登
ろ
う
と
し
た
の
で
、
人
々
は
男
を
く
り
か
え
し
打
ち
、

つ
い
に
男
は
降
参
し
た
の
で
あ
っ
た
。

11．

降
誕
の
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
平
和
の
神
殿
。

12．

東
方
三
博
士
の
礼
拝
の
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
壮
麗
な
神
殿
。
そ
こ
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に
は
八
角
形
の
神
殿
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
周
囲
に
は
七
つ
の
美
徳

（
の
擬
人
像
）
が
、
東
側
に
は
聖
母
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
が
お
り
、
神

殿
の
側
ら
で
ヘ
ロ
デ
王
が
演
技
を
す
る
。

13．

東
方
三
博
士
が
、
二
〇
〇
騎
以
上
の
き
ら
び
や
か
に
飾
り
立
て
ら

れ
た
騎
兵
隊
を
伴
っ
て
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
に
貢
物
を
捧
げ
に
や
っ
て

来
る
。
な
お
、「
キ
リ
ス
ト
の
受
難
」
と
「
キ
リ
ス
ト
の
埋
葬
」
の

場
面
は
こ
の
祝
祭
に
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ

れ
ら
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

14．

キ
リ
ス
ト
の
墓
を
守
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
ピ
ラ
ト
の
騎
士
の
隊

列
。

15．

キ
リ
ス
ト
の
墓
の
屋
台
。
キ
リ
ス
ト
が
墓
の
中
か
ら
起
き
上
が
る
。

16．

黄
泉
（
リ
ン
ボ
）
の
屋
台
。（
キ
リ
ス
ト
が
）
旧
約
の
義
人
た
ち

を
引
き
上
げ
る
。

17．

彼
ら
が
導
か
れ
る
天
国
の
屋
台
。

18．

キ
リ
ス
ト
の
昇
天
の
場
に
向
か
わ
ん
と
す
る
使
徒
た
ち
と
マ
リ
ア
。

19．

キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
屋
台
。
彼
が
昇
天
す
る
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
。

20．

王
の
騎
馬
行
列
。
三
人
の
王
、
王
妃
た
ち
、
処
女
た
ち
、
ニ
ン
フ

た
ち
が
、
生
者
と
死
者
の
場
面
の
た
め
の
小
道
具
や
犬
と
と
も
に
続

く
。

21．
「
生
者
」
と
「
死
者
」
の
屋
台
。

22．

最
後
の
審
判
の
屋
台
。
墓
、
天
国
、
地
獄
が
表
さ
れ
、
諸
世
紀
の

終
末
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
信
者
に
想
起
さ
せ
る
場

面
が
演
じ
ら
れ
る
。

上
述
し
た
屋
台
で
の
上
演
は
す
べ
て
市
庁
舎
前
の
広
場
で
行
わ
れ
、

終
演
は
一
六
時
と
な
る
。

六
月
二
二
日
の
夕
方
、
市
庁
舎
で
選
ば
れ
た
四
二
名
の
役
人
と
市
民

二
八
八
名
が
奉
献
式
に
行
く
。
六
つ
の
商
会
の
当
主
た
ち
が
そ
れ
に
続

く
。六

月
二
三
日
の
午
前
中
、
す
べ
て
の
少
年
同
信
会
、
鞭
打
ち
同
信
会

員
の
行
列
。
そ
の
後
に
、
諸
修
道
会
士
と
司
祭
た
ち
が
、
い
ま
だ
か
つ

て
な
い
ほ
ど
の
豪
華
な
布
で
作
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
行
列
旗
や
聖

遺
物
箱
を
乗
せ
た
輿
を
持
っ
て
行
進
し
た
。
夕
方
、
従
来
ど
お
り
の
や

り
方
で
当
市
政
庁
役
員
に
よ
っ
て
、
一
六
の
旗
の
奉
献
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。

六
月
二
四
日
の
午
前
中
、
奉
納
の
儀
式
。
そ
の
後
、
そ
の
後
、
１．

（
先
導
の
人
々
の
）
行
進
。
こ
の
年
は
、
七
〇
〇
名
を
上
回
る
多
く
の
市
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図 3 作者不詳（マー
ゾ・フィニグエッラ？）
《ソロモンの神殿》『図
解年代記』1460年代初頭
ペン素描、大英博物館

図１ 作者不詳《聖ヨハネ祭のパリオの行列》 15世紀　
カッソーネ画、フィレンツェ、バルジェロ美術館

図２ 作者不詳（マーゾ・フィニグエッラ？）《プロ
セルピナの掠奪》『図解年代記』1460年代初頭、ペン
素描、大英博物館

図４ ペセリーノ《名声の勝利、時の勝利》（部分）1450年頃
カッソーネ画、ボストン、イザベラ・スチュアート・ガードナー美術館
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図７ 作者不詳《アエミリウス・パウルスの勝利》
銅版画、1490年頃、パリ国立図書館

図８ レオナルド・ダ・ヴィンチ
《槍を持つ若者》 紙、黒チョーク
とインクを併用した素描、ウィン
ザー城王立図書館

図5 マイスターE.S. 《アウグストゥス帝
とティブルのシビュラ（巫女）》 銅版画、
1450年頃、ベルリン版画素描収集館

図 6 バッチオ・バルディーニ
《ティブルのシビュラ（巫女）》
銅版画、1475－1480年、パリ国立
図書館



民
が
参
加
し
た
。
２．

旗
パ
リ
オ
の
数
々
、
３．

巨
大
な
木
製
燭
台
、
４．

火

の
つ
い
た
大
ろ
う
そ
く
、
５．

造
幣
局
（
の
屋
台
）、
６．

囚
人
た
ち
、

７．
（
競
馬
）
の
騎
手
た
ち
と
、
聖
ヨ
ハ
ネ
の
旗

パ
リ
オ
。
そ
し
て
最
後
に
、
市

政
庁
役
員
が
続
い
た
。

午
後
に
は
慣
例
に
則
り
、
金
襴
緞
子
の
旗
パ
リ
オ
争
奪
競
馬
が
行
わ
れ
た
。

以
上
の
記
録
を
見
る
と
、
同
信
会
な
ど
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
た
一
五
世
紀
半
ば
の
行
列
の
豪
華
さ
と
と
も
に
、
連
の
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
の
が
図
像
学
的
に
、
中
世
以
来
の
聖
劇
の
諸
場
面
の
伝
統
に
し
た

が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
聖
劇
の
舞
台
装
置
に
つ
い
て
は
一

六
世
紀
の
例
で
あ
る
が
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
「
受
難
伝
」
の
仮
設
舞
台

を
描
い
た
素
描
が
名
高
い
が
、
上
記
の
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
り
の
場
合
、
固
定
的

な
舞
台
で
は
な
く
、
可
動
式
の
屋
台
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
聖
劇
が
演
じ
ら
れ
る
屋
台
な
い
し
山
車
そ
の
も
の
を
描
い
た
作
品

は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
図
２
に
示
し
た
「
プ
ロ
セ
ル
ピ
ナ
の
略
奪
」

を
描
い
た
『
図
解
年
代
記
』
中
の
二
ペ
ー
ジ
に
ま
た
が
る
素
描
の
四
輪
の

車
が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
車
の
後
方
に
は
階
段
が

見
ら
れ
、
上
記
の
行
列
で
い
え
ば
第
一
〇
連
の
描
写
に
あ
る
、
オ
ク
タ
ヴ

ィ
ア
ヌ
ス
が
馬
か
ら
降
り
た
の
ち
に
上
っ
て
次
の
場
面
を
演
じ
る
さ
い
の

屋
台
の
作
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
想
起
で
き
よ
う
。

『
図
解
年
代
記
』
に
は
ま
た
、「
ソ
ロ
モ
ン
の
神
殿
」
と
題
す
る
集
中

式
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
（
図
３
）、
第
一
二
連
の
「
八
角
形
の
神

殿
」
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
暴
漢
の
乱
入

を
受
け
た
「
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
と
テ
ィ
ブ
ル
の
シ
ビ
ュ
ラ
」
の
登
場
人

物
の
服
装
や
ポ
ー
ズ
の
点
で
は
、
成
立
し
た
文
化
圏
は
異
な
る
が
一
四
五

〇
年
代
の
マ
イ
ス
タ
ー
Ｅ．
Ｓ．
に
よ
る
版
画
（
図
５
）
や
時
代
は
や
や
下

る
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
バ
ッ
チ
オ
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
よ
る
版
画
（
図
６
）

が
参
考
と
な
ろ
う
。
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
作
例
は
、
一
四
七
一
年
に
ガ
レ
ア

ッ
ツ
ォ
・
マ
リ
ア
・
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
訪
問
し
た
さ
い

に
サ
ン
タ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
聖
堂
で
上
演
さ
れ
た
三
〇
人
も
の
預
言
者
と

巫
女
が
登
場
し
た
と
い
う
『
受
胎
告
知
』
の
聖
劇
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
図
１
に
示
し
た
カ
ッ
ソ
ー
ネ
画
は
、
六
月
二
四
日
の
二
番
目
の

連
、
す
な
わ
ち
、
競
馬
に
参
加
す
る
各
地
区
の
旗
を
も
つ
騎
士
の
行
列
が
、

大
聖
堂
を
出
発
し
た
直
後
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
洗
礼
堂
に
さ
し
か
か

る
さ
ま
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
旗
の
間
か
ら
、
仮
設
の
桟
敷
席
と
思
わ

れ
る
す
こ
し
高
い
と
こ
ろ
に
座
っ
て
祭
り
を
見
物
す
る
人
々
の
姿
も
見
る
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こ
と
が
で
き
る
。

図
４
の
カ
ッ
ソ
ー
ネ
画
は
、
主
題
こ
そ
当
時
の
人
文
主
義
的
な
風
潮
の

中
で
流
行
し
て
い
た
「
勝
利
あ
る
い
は
凱
旋
」
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
を

主
人
公
と
し
て
表
し
た
数
多
く
の
作
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
図
の
左
側
に

表
さ
れ
た
「
名
声
」
の
擬
人
像
が
乗
る
正
面
向
き
の
凱
旋
車
の
前
に
は
後

ろ
手
に
縛
ら
れ
た
囚
人
が
、
一
人
は
う
な
だ
れ
、
も
う
一
人
は
嘆
き
悲
し

む
表
情
を
み
せ
な
が
ら
、
裸
足
で
車
を
先
導
し
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ

た
囚
人
の
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
六
月
二
四
日
の
行
列
の
第
六
連
の
囚

人
の
姿
も
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

２．

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ
に
よ
る
改
革

（
一
四
九
一
年
）

前
項
で
見
た
よ
う
に
、
パ
ル
ミ
エ
ー
リ
は
祭
り
の
行
列
を
、
主
題
別
に
、

ま
た
そ
れ
に
関
連
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
上
演
を
組
み
合
わ
せ
て
叙
述

し
て
い
る
が
、
連
の
数
は
二
十
二
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。

一
四
九
一
年
、
メ
デ
ィ
チ
家
当
主
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
主
題
数
を
次
の
一
〇
点
に
絞
る
と
と
も
に
、
行
列
に

新
し
い
主
題
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
祭
り
は
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

１．

堕
天
使
ル
チ
フ
ェ
ロ
と
そ
の
眷
属
の
破
滅

２．

ア
ダ
ム
の
創
造
と
、
彼
の
物
語

３．

聖
母
へ
の
受
胎
告
知
と
そ
れ
に
関
連
す
る
聖
史
劇

４．

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生

５．

イ
エ
ス
の
誕
生
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
物
語

６．

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼

７．

キ
リ
ス
ト
の
復
活

８．

キ
リ
ス
ト
の
昇
天

９．

マ
リ
ア
の
被
昇
天

10．

生
者
と
死
者
　

数
は
減
じ
た
と
は
い
え
こ
れ
ら
従
来
型
の
キ
リ
ス
ト
教
的
主
題
に
よ
る

連
の
後
に
、
新
た
に
次
の
四
つ
の
「
勝
利
」
の
行
進
が
続
い
た
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、「
カ
エ
サ
ル
の
勝
利
」、「
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
の
勝
利
」、「
オ
ク

タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
の
勝
利
」、「
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
勝
利
」
で
あ
る
。

六
月
二
四
日
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
人
の
祝
祭
の
本
来
の
枠
を
逸
脱
し

た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
演
さ
れ
た
。
登
場
人
物
は
、
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四
つ
の
精
霊
（spiritelli

）
す
な
わ
ち
、
１．
「
名
声
」
を
表
す
人
物
。
孔

雀
の
羽
根
と
翼
を
あ
し
ら
っ
た
衣
装
を
ま
と
う
。
２．

ダ
イ
ダ
ロ
ス
を
模

し
た
人
物
。
３．

全
身
赤
を
ま
と
っ
た
精
霊
。
手
に
は
太
陽
と
、
ユ
ピ
テ

ル
に
倣
っ
た
王
冠
を
手
に
持
つ
。
４．

甲
冑
を
身
に
つ
け
た
精
霊
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
巨
人
の
男
女
を
伴
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
同
年
の
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
で
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
「
ア
エ
ミ
リ
ウ
ス
・
パ

ウ
ル
ス
の
勝
利
」
の
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
描
写
に
も
と
づ
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
上
演
さ
せ
た
と
い
う
。
ハ
イ
ン
ド
は
、
パ
リ
国
立
図
書
館
等
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
《
ア
エ
ミ
リ
ウ
ス
・
パ
ウ
ル
ス
の
勝
利
》
銅
版
画
（
図
７
）

は
、
こ
の
と
き
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

凱
旋
車
は
、
も
は
や
重
々
し
い
四
輪
の
山
車
の
形
式
を
と
っ
て
は
お
ら
ず
、

古
代
の
そ
れ
を
再
現
し
た
軽
量
の
二
輪
式
と
な
り
、
先
導
す
る
兵
士
の
衣

装
も
古
代
風
の
甲
冑
と
な
っ
て
い
る
。
石
黒
盛
久
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と

き
の
行
列
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
定
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ

コ
の
政
治
的
意
図
、
す
な
わ
ち
、
彼
が
君
主
と
し
て
（
ロ
ー
マ
世
界
の
英

雄
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
支
配
力
を

誇
示
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

（
３
）

３．

結
び
に
か
え
て

一
五
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
、
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
の
行
列
は
伝
統
的
な
聖
劇

の
形
式
を
最
大
限
に
大
規
模
化
し
た
も
の
か
ら
、
伝
統
的
部
分
を
減
じ

（
そ
れ
は
す
な
わ
ち
従
来
の
祭
り
の
担
い
手
・
実
行
者
で
あ
っ
た
市
民
の

参
加
を
縮
小
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
）、
新
た
に
君
主
の
権
威
づ
け
の
た
め

の
古
代
的
要
素
を
付
け
加
え
た
も
の
に
変
貌
し
た
こ
と
が
二
つ
の
事
例
か

ら
う
か
が
え
た
。
ま
た
、
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
も
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

統
治
者
に
よ
る
大
が
か
り
な
祝
祭
の
挙
行
は
、
一
六
世
紀
に
入
る
と
い

よ
い
よ
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
は
、
一
五
一
四

年
の
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
君
主
主
導
の
祝
祭
の

数
々
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
王
や
皇
帝

の
行
幸
、
入
市
式
、
凱
旋
行
進
、
婚
礼
、
葬
列
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
祝
祭
の
光
景
は
絵
画
や
版
画
と
し
て
克
明
に

記
録
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
五
五
八
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
カ
ー

ル
五
世
の
葬
列
と
そ
れ
を
記
録
し
た
全
長
一
二
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
彩
色

銅
版
画
（
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
コ
ッ
ク
画
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ラ
ン
タ
ン
出
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版
）
は
そ
の
頂
点
と
も
い
え
る
作
例
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
も
は
や
市
民

が
関
与
す
る
余
地
は
な
い
。
パ
ル
ミ
エ
ー
リ
の
文
章
や
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の

版
画
は
、
そ
の
意
味
で
も
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
祝
祭
の
記
録
と

し
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

註（
１
）
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
底
本
に
、G

ötz
P

ochat,T
heater

und
bildende

K
unst

im
M

ittelalter
und

in
der

R
enaissance

in
Italien,G

raz,
1990

所
収
の
翻
刻

A
ppendix

V
,

A
uszug

aus
dem

B
erich

t
M

arco
P

alm
ieris

über
das

Johannesfest
1454,S.368 -370

な
ら
び
に
、Paola

V
entrone,“Sulle

feste
di

San
G

iovanni：
Firenze

1454”,“Interpres”
X

IX
(2000),pp.89 -101

所
収
の

翻
刻
を
用
い
た
。

（
２
）
原
文
で
は
「
建
築
、
構
築
物
」
を
意
味
す
るed

ifizio
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
曳
山
の
よ
う
に
車
輪
を
も
つ
台
車
に
載
せ
た
構
築
物
と
す
る
説

と
、
神
輿
の
よ
う
に
人
が
担
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
筆
者
は
確

信
が
も
て
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
屋
台
」
と
訳
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
そ
れ
ら
は
最
初
、
大
聖
堂
に
並
べ
て
展
示
さ
れ
た
後
、
行
列
と
と
も
に
順
番
に
シ

ニ
ョ
リ
ー
ア
広
場
へ
と
運
ば
れ
、
広
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
上
演
さ
れ
る
舞
台
の
書
割
と
な
る
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

（
３
）
石
黒
盛
久
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
と
ル
ネ
サ
ン
ス
国
家
』、
二
〇
〇
九
年
、
三
六
頁
〜
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